
国語                

１．学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し、適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

（１）社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

（２）社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語を尊重してその能力の向上を図る態度

を養う。 

 

２．各教科における学習活動 

  発表活動、ペアワーク、グループワーク、授業ノート、演習課題、レポート、小テスト 

 

 

３．各科目 

１年  国語     

２年  国語     

３年  国語  発展国語   

４年  現代の国語  言語文化   

５年  論理国語  古典探究   

６年  論理国語  文学国語  古典探究演習 

 

  

発表活動

ペアワーク

グループワーク

授業ノート

演習課題

レポート

小テスト

自分なりに要点をまと

め、重要な点について逃

さず書けている。

 学習喚起ルーブリック

優

自分の考えをまとめ、根

拠をもって、筋道を立て

て発表できている。

相手の考え方の良い点を

取り入れて自分の考えを

深めた。

考えを取り入れ、深め、

分析し、よりよい考え方

を共有できた。

良

授業内容を工夫をして記

録し、まとめ、期限まで

に提出した。

工夫をして取り組み、期

限までに提出した。

課題について適切に分析

し、説得力をもってまと

めている。

非常によくできている。

期限までに提出した。

期限までに提出した。

十分に取り組む

ことができなかった。

未達成可

できている。
できていないところがあ

る。

授業内容をもれなく記録

し、期限までに提出し

た。

期限までに提出した。

全てにおいて必要な程度

に取り組み、期限までに

提出した。

自分の考えをまとめ、自

分の言葉で発表できてい

る。

発表することができた。

相手の理解に合わせて話

すことができた。
話し合うことができた。

仲間の考え方の類似点や

相違点をまとめた。
話し合うことができた。

生徒の望ましい姿

教科活動



「１年 国語」 

使用教材 国語１（光村図書）、中学書写（教育出版）、国語便覧（浜島書店）、よくわかる国語の学習１（明治図書）、漢字ボックス（浜島書店）、新版 中学国文法（秀学社）、 

読書ノート 三訂版（文芸社） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領

域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想

像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい

る。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の

担い手としての自覚をもとうとしており、言葉を通して積

極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考

え方を深めたりしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 
 

朝のリレー 
【知】音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。（(1)ア） 

【態】音声の働きや仕組みについて進んで理解を深め，小学校での学習を生かして音読しようとしている。 

野原はうたう 
【知・技】音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。（(1)ア） 

【態】音声の働きや仕組みについて進んで理解を深め，小学校での学習を生かして音読しようとしている。 

② 

シンシュン 

【知・技】事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語

感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)ウ） 

【思・判・表】「読むこと」において，場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えている。（C(1)イ） 

【態】場面の展開について，描写を基に積極的に捉え，学習課題に沿って感想を交流しようとしている。 

情報を的確に

聞き取る 

【知・技】比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

【思・判・表】 

・「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討している。（A(1)ア） 

・「話すこと・聞くこと」において，必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，共通点や相違点などを踏まえて，自分の考えをまとめてい

る。（A(1)エ） 

【態】進んで記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，学習課題に沿ってメモを取ろうとしている。 

比較・分類 

【知・技】比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

→情報の整理のしかたを理解し，情報を比較したり，分類したりしている。 

【態】学習課題に沿って，積極的に情報の整理のしかたについて理解を深め，それらを使おうとしている。 

情報を整理し

て書こう 

わかりやすく

説明する 

【知・技】比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

【思・判・表】「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。（B(1)ア） 

【態】集めた材料を粘り強く整理し，学習の見通しをもってわかりやすく説明しようとしている。 

漢字１ 漢字

の組み立てと

部首 

【知・技】小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示されている漢字に加え，その他の常用漢字のうち 300 字程度から 400 字程度までの

漢字を読んでいる。また，学年別漢字配当表の漢字のうち 900 字程度の漢字を書き，文や文章の中で使っている。（(1)イ） 

【態】学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 

③ 

ダイコンは大

きな根？ 

【知・技】比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

【思・判・表】「読むこと」において，文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握している。（C(1)

ア） 

【態】文章の中心的な部分と付加的な部分について積極的に捉え，学習課題に沿って筆者の工夫を伝え合おうとしている。 

国
語 

① 言葉に出会うために 

② 学びを開く 

③ 新しい視点で 

④ 言葉に立ち止まる 

⑤ 心の動き 

⑥ 筋道を立てて 

⑦ いにしえの心にふれる 

⑧ 価値を見いだす 

⑨ 自分を見つめる 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

ちょっと立ち

止まって 

【知・技】原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

【思・判・表】「読むこと」において，文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握している。（C(1)

ア） 

【態】進んで要旨を把握し，学習の見通しをもって考えたことを伝え合おうとしている。 

思考のレッス

ン１ 

意見と根拠 

【知・技】原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

【態】学習課題に沿って，積極的に意見と根拠の関係について理解しようとしている。 

話の構成を工

夫しよう 

好きなことを

スピーチで紹

介する 

【知・技】音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。（(1)ア） 

【思・判・表】 

・「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討している。（A(1)ア） 

・「話すこと・聞くこと」において，自分の考えや根拠が明確になるように，話の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などに注意して，話の構

成を考えている。（A(1)イ） 

【態】話の構成を粘り強く考え，学習の見通しをもってスピーチをしようとしている。 

文法への扉１ 

言葉のまとま

りを考えよう 

【知・技】単語の類別について理解している。 （(1)エ） 

【態】単語の類別を理解するために，今までの学習を生かして，積極的にその前提となる言葉の単位について理解しようとしている。 

 

情報を集めよ

う 

情報を読み取

ろう 

情報を引用し

よう 

【知・技】比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかたや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

【思・判・表】 

・「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。（B(1)ア） 

・「読むこと」において，目的に応じて必要な情報に着目して要約し，内容を解釈している。（C(1)ウ） 

【態】引用のしかたや出典の示し方について積極的に理解を深め，学習課題に沿ってそれらを使おうとしている。 

④ 

詩の世界 

【知・技】 

・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き

語彙を豊かにしている。（(1)ウ） 

・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使っている。（(1)オ） 

【思・判・表】 

・「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考えている。（C(1)エ） 

・「書くこと」において，根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。（B(1)ウ） 

【態】文章の構成や展開，表現の効果について積極的に考え，学習の見通しをもって詩を創作しようとしている。 

比喩で広がる

言葉の世界 

【知・技】比喩などの表現の技法を理解し使っている。（(1)オ） 

【思・判・表】「読むこと」において，文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などについて叙述を基に捉え，要旨を把握している。（C(1)

ア） 

【態】進んで要旨を把握し，学習課題に沿って言葉について考えを深めようとしている。 

言葉１ 

指示する語句

と接続する語

句 

【知・技】指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めている。（(1)エ） 

【態】今までの学習を生かして，積極的に指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めようとしている。 

言葉を集めよ

う 

もっと「伝わ

る」表現を目

ざして 

【知・技】事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語

感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)ウ） 

【態】今までの学習を生かして，積極的に事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使おうとしている。 

読書を楽しむ 

【知・技】読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解している。（(3)オ） 

【態】読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを進んで理解し，今までの学習を生かして本の魅力や感想を伝え合おうと

している。 

⑤ 

大人になれな

かった弟たち

に…… 

【知・技】読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解している。（(3)オ） 

【思・判・表】「読むこと」において，場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えている。（C(1)イ） 

【態】登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に積極的に捉え，学習の見通しをもって朗読しようとしている。 

星の花が降る

ころに 

【知・技】比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解している。（(1)オ） 

【思・判・表】「読むこと」において，場面と場面，場面と描写などを結び付けたりして，内容を解釈している。（C(1)ウ） 

【態】進んで場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈し，学習の見通しをもって考えを伝え合おうとしている。 

聞き上手にな

ろう 

質問で話を引

き出す 

【知・技】音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。（(1)ア） 

【思・判・表】「話すこと・聞くこと」において，必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，共通点や相違点などを踏まえて，自分の考え

をまとめている。（A(1)エ） 

【態】進んで記録したり質問したりしながら，話の内容を捉え，今までの学習を生かして話を引き出そうとしている 

項目を立てて

書こう 

案内文を書く 

【知・技】比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

【思・判・表】「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。（B(1)ア） 

【態】集めた材料を積極的に整理し，学習課題に沿って案内文を書こうとしている。 

［推敲］読み

手の立場に立

つ 

【知・技】事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語

感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)ウ） 

【思・判・表】「書くこと」において，読み手の立場に立って，表記や語句の用法，叙述のしかたなどを確かめて，文章を整えている。（B(1)エ） 

【態】粘り強く文章を整え，学習課題に沿って案内文を推敲しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

 

言葉２ 方言

と共通語 

【知・技】共通語と方言の果たす役割について理解している。（(3)ウ） 

【態】今までの学習を生かして，積極的に共通語と方言の果たす役割について理解しようとしている。 

漢字２ 漢字

の音訓 

【知・技】小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示されている漢字に加え，その他の常用漢字のうち 300 字程度から 400 字程度までの

漢字を読んでいる。また，学年別漢字配当表の漢字のうち 900 字程度の漢字を書き，文や文章の中で使っている。（(1)イ）  

【態】学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 

⑥ 

「言葉」をも

つ鳥，シジュ

ウカラ 

【知・技】原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア）  

【思・判・表】「読むこと」において，文章の構成や展開について，根拠を明確にして考えている。（C(1)エ） 

【態】文章の構成や展開について粘り強く考え，学習の見通しをもって考えたことを文章にまとめようとしている。 

思考のレッス

ン２ 

原因と結果 

【知・技】原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

【態】今までの学習を生かして，積極的に原因と結果の関係について理解しようとしている。 

根拠を示して

説明しよう 

資料を引用し

てレポートを

書く 

【知・技】比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかたや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

【思・判・表】 

・「書くこと」において，書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えている。（B(1)イ） 

・「書くこと」において，根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。（B(1)ウ） 

【態】文章の構成や展開を粘り強く考え，学習の見通しをもってレポートを作成しようとしている。 

話し合いの展

開を捉える 

【知・技】意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

→「上達のポイント」にある「根拠を述べる」「前の人の意見を受けて話す」「自分の意見と比較しながら聞く」「意見を整理する」「話がそれたときは元の

話題に戻す」を理解している。 

【思・判・表】「話すこと・聞くこと」において，話題や展開を捉えながら話し合い，互いの発言を結び付けて考えをまとめている。（A(1)オ） 

→話題や展開を捉えながら話し合うために気をつけることを理解し，課題に沿って発言内容を考えている。 

【態】進んで話題の展開を捉え，学習課題に沿って話し合いにおける発言のしかたについて考えようとしている。 

話題や展開を

捉えて話し合

おう 

グループ・デ

ィスカッショ

ンをする 

【知・技】意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

【思・判・表】「話すこと・聞くこと」において，話題や展開を捉えながら話し合い，互いの発言を結び付けて考えをまとめている。（A(1)オ） 

【態】積極的に互いの発言を結び付けて考えをまとめ，学習の見通しをもってグループ・ディスカッションをしようとしている。 

音読を楽しも

う 大阿蘇 

【知・技】事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語

感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)ウ） 

【思・判・表】「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考えている。（C(1)エ） 

【態】進んで表現の効果について考え，今までの学習を生かして朗読しようとしている。 

⑦ 

音読を楽しも

う いろは歌 

古典の世界 

【知・技】 

・音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，古文を音読し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しんでいる。（(3)ア） 

・古典にはさまざまな種類の作品があることを知っている。（(3)イ） 

【態】古典にはさまざまな種類の作品があることを積極的に知り，今までの学習を生かして古文を音読しようとしている。 

蓬萊の玉の枝 

――「竹取物

語」から 

【知・技】音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，古文を音読し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しんでいる。（(3)ア） 

【思・判・表】「読むこと」において，場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えている。（C(1)イ） 

【態】進んで古文を音読し，学習課題に沿って描かれている古典の世界を想像しようとしている。 

今に生きる言

葉 

［書く］故事

成語を使って

体験文を書こ

う 

【知・技】音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，漢文を音読し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しんでいる。（(3)ア） 

【思・判・表】 

・「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにしている。（C(1)オ） 

・「書くこと」において，書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えている。（B(1)イ） 

【態】積極的に漢文を音読し，今までの学習を生かして故事成語を使った文章を書こうとしている。 

⑧ 

「不便」の価

値を見つめ直

す 

［書く］根拠

を 明確 に し

て，意見をま

とめよう 

【知・技】 

・原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかたや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。（(2)イ）  

【思・判・表】 

・「読むこと」において，目的に応じて必要な情報に着目して要約し，内容を解釈している。（C(1)ウ） 

・「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにしている。（C(1)オ） 

・「書くこと」において，根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。（B(1)ウ） 

【態】積極的に必要な情報に着目して要約し，自分の考えを文章にまとめようとしている。 

助言を自分の

文章に生かそ

う 

作品の書評を

書く 

【知・技】読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解している。（(3)オ） 

【思・判・表】「書くこと」において，根拠の明確さなどについて，読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を見いだしている。（B(1)

オ） 

【態】読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を進んで見いだし，学習課題に沿って書評を書き，助言し合おうとしている。 

文法への扉２ 

言葉の関係を

考えよう 

【知・技】単語の類別について理解している。 （(1)エ） 

【態】単語の類別を理解するために，今までの学習を生かして，積極的にその前提となる文の組み立てについて理解しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑨ 

少年の日の思

い出 

【知・技】事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語

感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)ウ） 

【思・判・表】 

・「読むこと」において，文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考えている。（C(1)エ） 

・「読むこと」において，文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにしている。（C(1)オ） 

・「書くこと」において，書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えている。（B(1)イ） 

【態】文章の構成や展開，表現の効果について積極的に考え，学習の見通しをもって別の人物の視点から文章を書き換えようとしている。 

文法への扉３ 

単語の性質を

見つけよう 

【知・技】単語の類別について理解している。（(1)エ） 

【態】今までの学習を生かして，積極的に単語の類別について理解しようとしている。 

随筆二編 

【知・技】事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語

感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)ウ） 

【思・判・表】「読むこと」において，場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈している。（C(1)ウ） 

【態】進んで場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈し，今までの学習を生かして考えたことを伝え合おうとしている。 

一年間の学び

を振り返ろう 

要点をフリッ

プにまとめ，

発表する 

【知・技】 

・音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。（(1)ア） 

・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかたや出典の示し方について理解を深め，それらを使っている。（(2)イ） 

【思・判・表】 

・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応を踏まえながら，自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫している。（A(1)ウ） 

・「書くこと」において，目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。（B(1)ア） 

【態】集めた材料を積極的に整理し，今までの学習を生かして要点をフリップにまとめ，発表しようとしている。 

 

 

  



「２年 国語」 

使用教材 国語２（光村図書）、中学書写（教育出版）、よくわかる国語の学習２（明治図書）、漢字ボックス（浜島書店）、新版 中学国文法（秀学社）、 

読書ノート 三訂版（文芸社）、読む力をつけるノンフィクション選 中高生のための文章読本（筑摩書房） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるととも

に、我が国の言語文化に親しんだり理解したりしている。 

論理的に考える力や共感したり想像したりする力を養い、

社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、

自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。 

言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立

て、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合

おうとしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

見えないだけ 

【知】抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

→詩の中に出てくる好きな言葉や表現を，理由と共にまとめている。 

【態】進んで語感を磨き，今までの学習を生かして朗読しようとしている。 

アイスプラネ

ット 

【知】抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

→登場人物の心情や考え方が表れた語句に注意して，作品を読んでいる。 

【思】「読むこと」において，文章全体と部分との関係に注意しながら，登場人物の設定のしかたなどを捉えている。（C(1)ア） 

→「ぐうちゃん」の言動から特徴を捉え，他の登場人物との関係を人物相関図にまとめている。 

【態】積極的に登場人物の設定のしかたなどを捉え，学習課題に沿って考えたことを伝え合おうとしている。 

枕草子 

【知】現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見方や考え方を知っている。（(3)イ） 

【思】（ア）「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりしている。（C(1)オ） 

（イ）「書くこと」において，目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，多様な方法で集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にしている。 

（B(1)ア） 

【態】進んで文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，学習課題に沿って自分ならではの季節感を表す文章を書こうとしている。 

② 

クマゼミ増加

の原因を探る 

【知】話や文章の構成や展開について理解を深めている。（(1)オ） 

【思】(ア) 「読むこと」において，文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係などを捉えている。（C(1)ア） 

   (イ) 「読むこと」において，文章と図表などを結び付け，その関係を踏まえて内容を解釈している。（C(1)ウ） 

【態】積極的に文章と図表などを結び付け，学習の見通しをもって考えたことを話し合おうとしている。 

メディアを比

べよう 

【知】情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。（(2)イ） 

【思】(ア) 「読むこと」において，目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て，内容を解釈している。（C(1)イ） 

   (イ) 「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現の効果について考えている。（C(1)エ） 

   (ウ) 「書くこと」において，目的や意図に応じて，多様な方法で集めた材料を整理している。（B(1)ア） 

【態】粘り強く観点を明確にして文章を比較し，学習課題に沿って目的や状況に応じたメディアの選び方を理解しようとしている。 

③ 短歌に親しむ 

【知】抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

【思】(ア) 「読むこと」において，観点を明確にして短歌を比較するなどし，短歌の構成や表現の効果について考えている。（C(1)エ） 

   (イ) 「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりしている。（C(1)オ） 

   (ウ) 「書くこと」において，表現の効果を考えて描写するなど，自分の考えが伝わる短歌になるように工夫している。（B(1)ウ） 

【態】進んで短歌の構成や表現の効果について考え，学習の見通しをもって短歌を創作しようとしている。 

２
年
国
語 

① 広がる学びへ 

② 多様な視点から 

③ 言葉と向き合う 

④ 人間のきずな 

⑤ 論理を捉えて 

⑥ いにしえの心を訪ねる 

⑦ 価値を語る 

⑧ 表現を見つめる 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

言葉の力 

【知】本や文章などには，さまざまな立場や考え方が書かれていることを知り，自分の考えを広げたり深めたりする読書に生かしている。（(3)エ） 

【思】「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりしている。（C(1)オ） 

【態】進んで文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，今までの学習を生かして考えたことを伝え合おうとしている。 

④ 

盆土産 

【知】抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

【思】「読むこと」において，登場人物の言動の意味などについて考えて，内容を解釈している。（C(1)イ） 

【態】粘り強く登場人物の言動の意味について考え，学習課題に沿って作品の印象を伝え合おうとしている。 

字のない葉書 

【知】本や文章などには，さまざまな立場や考え方が書かれていることを知り，自分の考えを広げたり深めたりする読書に生かしている。（(3)エ） 

【思】「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や表現の効果について考えている。（C(1)エ） 

【態】進んで表現の効果について考え，今までの学習を生かして考えたことを伝え合おうとしている。 

⑤ 

モアイは語る 

―地球の未来 

【知】意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

【思】(ア) 「読むこと」において，文章の構成や論理の展開について考えている。（(1)エ） 

   (イ) 「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりしている。（(1)オ） 

【態】粘り強く論理の展開について考え，学習の見通しをもって筆者の主張に対する自分の考えを文章にまとめようとしている。 

根拠の適切さ

を考えて書こ

う 

【知】意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

【思】「書くこと」において，根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工夫し 

ている。（B(1)ウ） 

【態】粘り強く根拠の適切さを考え，学習の見通しをもって意見文を書こうとしている。 

立場を尊重し

て話し合おう 

【知】意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

【思】(ア) 「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，異なる立場や考えを想定しながら集めた材料を整理し， 

伝え合う内容を検討している。（A(1)ア） 

   (イ) 「話すこと・聞くこと」において，互いの立場や考えを尊重しながら話し合い，結論を導くために考えをまとめている。（A(1)オ） 

【態】進んで互いの立場や考えを尊重し，学習の見通しをもって討論しようとしている。 

⑥ 

源氏と平家  

【知】(ア)作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しんでいる。（(3)ア） 

   (イ) 現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見方や考え方を知っている。（(3)イ） 

【態】進んで古典に表れたものの見方や考え方を知り，学習課題に沿って朗読しようとしている。 

扇の的 ―「平

家物語」から 

【知】作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しんでいる。（(3)ア） 

【思】(ア) 現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見方や考え方を知っている。（(3)イ） 

(イ) 「読むこと」において，登場人物の言動の意味などについて考えて，内容を解釈している。（C(1)イ） 

【態】進んで登場人物の言動の意味について考え，学習課題に沿って考えたことを伝え合おうとしている。 

仁和寺にある

法師 

―「徒然草」か

ら 

【知】(ア) 作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しんでいる。（(3)ア） 

(イ) 現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見方や考え方を知っている。（(3)イ） 

【思】(ア) 「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりしている。（C(1)オ） 

(イ) 「書くこと」において，伝えたいことがわかりやすく伝わるように，段落相互の関係などを明確にし，文章の構成や展開を工夫している。 

（B(1)イ） 

【態】積極的に考えたことを知識や経験と結び付け，学習の見通しをもって登場人物について論じる文章を書こうとしている。 

漢詩の風景 

【知】作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界に親しんでいる。（(3)ア） 

【思】「読むこと」において，観点を明確にして漢詩を比較するなどし，漢詩の構成や表現の効果について考えている。（C(1)エ） 

【態】進んで作品の特徴を生かして朗読し，学習課題に沿って好きな漢詩を選び，その理由を述べようとしている。 

⑦ 

君は「最後の晩

餐」を知ってい

るか 

「 最後 の 晩

餐」の新しさ 

【知】(ア)意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア） 

(イ) 情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。（(2)イ） 

【思】(ア) 「読むこと」において，目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て，内容を解釈している。（C(1)イ） 

(イ) 「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開，表現の効果について考えている。（C(1)エ） 

【態】粘り強く観点を明確にして文章を比較し，今までの学習を生かして考えたことを文章にまとめようとしている。 

⑧ 走れメロス 

【知】抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し，話や文章の中で使うこと

を通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)エ） 

【思】(ア) 「読むこと」において，登場人物の言動の意味などについて考えて，内容を解釈している。（C(1)イ） 

(イ) 「読むこと」において，文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりしている。（C(1)オ） 

(ウ) 「書くこと」において，根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章にな 

るように工夫している。（B(1)ウ） 

【態】粘り強く登場人物の言動の意味などについて考え，学習の見通しをもって作品の魅力を文章にまとめようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

構成や展開を

工夫して書こ

う 

【知】話や文章の構成や展開について理解を深めている。（(1)オ） 

【思】(ア) 「書くこと」において，伝えたいことがわかりやすく伝わるように，段落相互の関係などを明確にし，文章の構成や展開を工夫している。 

（B(1)イ） 

(イ) 「書くこと」において，表現の工夫とその効果などについて，読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を見いだしている。 

（B(1)オ） 

【態】粘り強く文章の構成や展開を工夫し，学習の見通しをもって物語を創作しようとしている。 

 

 

  



「３年 国語」 

使用教材 国語３（光村図書）、中学書写（教育出版）、よくわかる国語の学習３（明治図書）、漢字ボックス（浜島書店）、新版 中学国文法（秀学社）、読書ノート 三訂版（文芸社） 

新・国語の便覧、入試頻出漢字＋現代文重要語彙 TOP2500 三訂版、読んで見て聞いて覚える 重要古文単語 315 新版 、古典文法クリアノート・新明説漢文シリーズ(尚文出版) 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす

る力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、

自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見

方、感じ方、考え方を深めたりしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

握手 

【知】理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしようとしている。（(1)イ） 

【思】「読むこと」において，文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えようとしている。（C(1)イ） 

【態】粘り強く物語の展開のしかたを捉え，学習課題に沿って作品を批評したり，考えたことを伝え合ったりしようとしている。 

学びて時に之を

習ふ――「論語」

から 

【知】歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親しんでいる。((3)ア) 

【思】「読むこと」において，文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもっている。(C(1)エ) 

【態】人間，社会，自然などについて積極的に自分の意見をもち，今までの学習を生かして朗読したり考えを伝え合ったりしようとしている。 

漢字１ 熟語

の読み方 

【知】第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の大体を読んでいる。また，学年別漢字配当表に示されている漢字について，文や文章の

中で使い慣れている。((1)ア) 

【態】学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。 

② 

作られた「物

語」を超えて 

【知】具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めている。((2)ア) 

【思】「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，論理の展開のしかたなどを捉えている。（C(1)ア） 

【態】進んで文章の構成や論理の展開のしかたについて評価し，情報と情報の関係について深めた理解を生かして，文章にまとめようとしている。 

思考のレッス

ン 

【知】具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めている。((2)ア)【思】  

【態】具体と抽象の関係について積極的に理解し，学習した内容を生かして課題に取り組もうとしている。 

情報整理のレ

ッスン 

【知】情報の信頼性の確かめ方を理解し使っている。((2)イ) 

【思】「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様な考えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討

している。（A(1)ア） 

【態】手を説得できるように粘り強く論理の展開などを考えて話の構成を工夫し，今までの学習を生かして自分の考えを話そうとしている。 

③ 

報道文を比較

して読もう 

【知】理情報の信頼性の確かめ方を理解し使っている。((2)イ) 

【思】「読むこと」において，文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えている。（C(1)イ） 

【態】積極的に情報の信頼性の確かめ方を使って読み，学習したことを踏まえて実生活への生かし方を考えようとしている。また，文章の構成や論理の展開，表現のし

かたについて進んで評価し，学習課題に沿って報道の文章を比較し，考えをまとめようとしている。 

３
年
国
語 

① 深まる学びへ 

② 視野を広げて 

③ 情報社会を生きる 

④ 言葉とともに 

⑤ 状況の中で 

⑥ 自らの考えを 

⑦ いにしえの心を受け継ぐ 

⑧ 価値を生み出す 

⑨ 未来へ向かって 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

④ 

俳句の可能性 

俳句を味わう 

【知】理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)イ） 

【思】「読むこと」において，文章の構成や表現のしかたについて評価している。（C(1)ウ） 

【態】進んで文章の種類とその特徴について理解し，学習課題に沿って，鑑賞文を書いたり俳句を創作したりしようとしている。 

語彙を豊かに 
【知】時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解している。（(3)ウ） 

【態】時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて進んで理解し，試行錯誤しながら相手や場面によって言葉を選んで話そうとしている。 

書写 

【知】点画の変化と連続を理解して書くことができる。次の文字への筆脈を理解して書くことができる。 

【思】点画の変化と連続，次の文字への筆脈の中から自己の課題を見つけ，その解決方法を考えることができる。 

【態】点画の変化と連続，次の文字への筆脈について，課題意識をもって取り組むことができる。 

⑤ 

挨拶 

――原爆の写

真によせて 

【知】理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)イ） 

【思】「読むこと」において，詩の構成や表現のしかたについて評価している。（C(1)ウ） 

【態】詩の構成や表現のしかたについて積極的に評価し，学習課題に沿って読み深めた詩について，感じたことや考えたことを伝え合おうとしている。 

故郷 

【知】理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)イ） 

【思】「読むこと」において，詩の構成や表現のしかたについて評価している。（C(1)ウ） 

【態】詩の構成や表現のしかたについて積極的に評価し，学習課題に沿って読み深めた詩について，感じたことや考えたことを伝え合おうとしている。 

⑥ 

複数の意見を

読んで、考え

よう 

【知】自分の知識や経験と比べ，筆者の意見や根拠に納得できるかどうか検討しようとしている。((2)イ) 

【思】「読むこと」において，文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えている。（C(1)イ） 

【態】積極的に二つの文章を批判的に読み，学習課題に沿って自分の考えを文章にまとめようとしている。 

論理の展開を

整える 

【知】具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めている。（(2)ア） 

【思】「書くこと」において，文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて，文章の構成を工夫している。（B(1)イ） 

【態】粘り強く表現のしかたを考えたり資料を適切に引用したりし，学習の見通しをもって批評文を書こうとしている。 

⑦ 

和歌の世界 
【知】歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親しんでいる。（(3)ア） 

【態】進んで古典の世界に親しみ，今までの学習を生かして朗読しようとしている。 

君待つと 

――万葉・古

今・新古今 

【知】歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親しんでいる。（(3)ア） 

【思】「読むこと」において，和歌の表現のしかたについて評価している。（C(1)ウ） 

【態】進んで和歌の表現のしかたについて評価し，見通しをもって鑑賞文を書こうとしている。 

夏草 

――「おくの

ほそ道」から 

【知】歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親しんでいる。（(3)ア） 

【思】「読むこと」において，文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもっている。（C(1)エ） 

【態】人間，社会，自然などについて進んで自分の意見をもち，今までの学習を生かして発表したり文章にまとめたりしようとしている。 

書写 

【知】点画の連続や配列の書き方，字形を整えて速く書くことを理解している。 

【思】点画の連続や配列の書き方を確かめ，自己の課題を考えている。 

【態】点画の連続や配列の書き方に興味・関心をもって取り組んでいる。 

⑧ 

それでも、言

葉を 

【知】理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用句や四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，和語，漢語，外

来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。（（1)イ） 

【思】「読むこと」において，文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもっている。（C(1)エ） 

【態】人間，社会，自然などについて進んで自分の意見をもち，今までの学習を生かして，理解したことや考えたことについて討論したり文章にまとめたり

しようとしている。 

⑨ 

温かいスープ 

【知】自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解している。（(3)オ） 

【思】「読むこと」において，文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもっている。（C(1)エ） 

【態】人間，社会，自然などについて進んで自分の意見をもち，今までの学習や経験を生かして批評したり考えを伝え合ったりしようとしている。 

わたしを束ね

ないで 

【知】理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)イ） 

【思】「読むこと」において，詩を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもっている。（C(1)エ） 

【態】詩を読んで進んで考えを広げたり深めたりし，今までの学習を生かして，作品の価値や自分の可能性について考えをまとめようとしている。 

 

 

 

  



「３年 発展国語」 

使用教材 現代文長文記述問題集１読解力習得編（いいずな書店） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 身の回りの具体的な事柄や抽象概念について、自分の考え

をもち深められる思考力を身につけている。目的や場面に

応じて、受け手に対して強い印象を与えられる表現力を身

につけている。 

言葉への認識を深めようとしているとともに、言葉を通し

て積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、

考え方を深めたりしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

１アジア再発見の時代 【知】具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めている。（(2)ア） 

【思】「読むこと」において，文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えている。（C(1)イ）／「書くこ

と」において，根拠の適切さを考えて説明や具体例を加え，表現の効果を考えて記述している。（B(1)ウ） 

【態】文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，ものの見方、感じ方、考え方を深めている。 

２自然な建築 

３声が生まれる 

４「中間のもの」とは何か 

５「信じる者」は救われるか 

６権利と義務の関係 

７今を生きるための現代詩 

８大人のための国語ゼミ 

９貨幣とは何か 

10 手の倫理 

11 科学と感性 

12 特異性から普遍性へ 

② 
 

13 言葉のない会話 【知】理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにしている。（(1)イ） 

【思】「読むこと」において，登場人物の言動の意味などについて考えて，内容を解釈している。（C(1)イ）／「書くこと」において，根拠の適

切さを考えて説明や具体例を加え，表現の効果を考えて記述している。（B(1)ウ） 

【態】話の構成や表現について積極的に評価し，言葉への認識を深めている。 

14 ぼんやりとは聞けない 

15 母の裏切り 

16 勝手にふるえてろ 

17 正義と微笑 

18 笑い三年、泣き三月。 

19 銀河鉄道の父 

20 風立ちぬ 

 

  

発
展 

国
語 

① 論理的な文章 

② 文学的な文章（随想・小説） 



「４年 現代の国語」 ２単位 

使用教材 現代の国語（筑摩書房）、入試頻出漢字＋現代文重要語彙 TOP2500 三訂版（いいずな書店）、読解力を鍛える現代文演習 基本（桐原書店） 

高校生のための現代思想ベーシックちくま評論入門二訂版（筑摩書房）、新訂総合国語便覧 2025（第一学習社）、国語便覧ワークノート（第一学習社） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領

域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想

像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい

る。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の

担い手としての自覚をもとうとしており、言葉を通して積

極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考

え方を深めたりしている。 

 

年間の学習内容 

 

３ 学習計画及び評価方法等 

 

① 問うこと語ること 

② 評論文への招待 

③ ことばで捉える思いと考え 

④ 情報と推論 

⑤ 「話し合い」から「議論」へ 

⑥ 「根拠」から「主張」へ 

⑦ 伝えること、受け止めること 

⑧ 表現のみがき方 

⑨ 主張の論理的な伝え方 

⑩ 複眼的な視点 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

境目 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「境目」という言葉と通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）「境目」を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）「境目」を通して自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

イ）「境目」について発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。  

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

【態】 

教材の内容、他者との関係、自分の「境目」（中学から高校への「境目」など）に関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的で、ほか 

の人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

サイエンスの

視点、アート

の視点 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「問い」を立てるということを通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）「サイエンスの視点、アートの視点」を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中

で使うことができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】「質問

する力」を育

てよう 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「スピーチ Q＆A 」を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

【態】 

「スピーチ Q＆A 」に関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方 

を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

② 

ことばとは何

か 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）ことばについて書かれた本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方につい

て理解し、使うことができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）本教材を通して、主張と論拠など情報と情報の関係について理解している。 

ウ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、推論の仕方を理解して使っている。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確の捉え、要旨や要点を把握することができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／「ことばとは何か」ということに関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極 

的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

デジタル社会 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）さまざまな術語が出てくる本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方につい

て理解し、使うことができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）本教材を通して、主張と論拠など情報と情報の関係について理解している。 

ウ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、推論の仕方を理解して使っている。 

【思】 【読むこと】 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

ア）評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確の捉え、要旨や要点を把握することができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／「デジタル社会」について関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極 

的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

システムと変

異 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）キーワードやキーセンテンスを読み取り、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方につい

て理解し、使うことができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）本教材を通して、主張と論拠など情報と情報の関係について理解している。 

ウ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、推論の仕方を理解して使っている。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確の捉え、要旨や要点を把握することができる。  

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／「システムと変異」ということに関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極

的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

【実践】評論

文の一節を引

用し、自分の

意見を述べよ

う 

【知】  

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「引用」を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）フリップにまとめる際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこ

とができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）引用をする際に、主張と論拠など情報と情報の関係について理解している。 

ウ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、推論の仕方を理解して使っている。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確の捉え、要旨や要点を把握することができる。 

【態】 

授業の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／「引用を通して自分の意見を述べる」ということに関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／

発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

③ 

ことばがつく

る女と男 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこ

とができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）本教材を通して、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

オ）引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め、使うことができる。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫できている。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／言葉とアイデンティの問題に関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的で、

ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

身体、この遠

きもの 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこ

とができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）本教材を通して、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

オ）引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め、使うことができる。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫できている。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／具体と抽象の関係に関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的で、ほかの

人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

贈り物と商品

の違い 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこ

とができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）本教材を通して、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

オ）引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め、使うことができる。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫できている。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／具体と抽象の関係に関心を持っている。〈発問・授業時の態度〉／発表の態度は積極的で、ほかの 

人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

④ 

【実践】メモ・

ノートの取り

方・活かし方

を学ぼう 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）メモやノートをとることを通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増やすとともに、語句や語彙の



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。 

オ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

カ）本学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこ

とができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）メモをとることを通して、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

【思】 【書くこと】 

ア）発表の際には、目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）発表の際には、読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）発表の際には、自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工

夫できている。 

【態】 

メモをとる学習の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方 

を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

わかっている

こといないこ

と 

【知】  

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができ

る。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ウ）本教材を通して推論の仕方を理解し使うことができる。 

エ）グラフを調べ、情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文や実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

イ）目的に応じて、文章や図表などの含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて、

評価したりするとともに、自分の考えを深めることができる。 

【態】 

グラフを読み解く学習の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、 

考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

兎が自分でつ

づって語る生

活の話 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ）本教材を読んだり、学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができ

る。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ウ）本教材を通して、推論の仕方を理解し使うことができる。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文や実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

イ）目的に応じて、文章や図表などの含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて、

評価したりするとともに、自分の考えを深めることができる。 

【態】 

推論の学習の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深 

めようとしている。〈授業時の反応〉 

【実践】社会

をつくること

ば――情報の

整理と活用 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ウ）推論の仕方を理解し使うことができる。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【読むこと】 

ア）新聞など実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

イ）目的に応じて、文章や図表などの含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて、

評価したりするとともに、自分の考えを深めることができる。 

【態】 

情報を整理したり活用したりする学習の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの 

見方、感じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

⑤ 

誰かの靴を履

いてみること 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）話し合いや発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や

言葉遣いについて理解し、使うことができている。 

ウ）教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

イ）自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明確にするとともに、相手の反応を予想して論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫する

ことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

〈私〉時代の

デモクラシー 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

イ）自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明確にするとともに、相手の反応を予想して論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫する

ことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】「議論

する力」を育

てよう 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）議論を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

イ）議論の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

イ）自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明確にするとともに、相手の反応を予想して論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫する

ことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

議論の学習に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

⑥ 

魔術化する科

学技術 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ）教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

オ）文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

（２）情報の扱方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

オ）引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め使うことができる。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

未来は存在し

ない 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

オ）文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

（２）情報の扱方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

オ）引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め使うことができる。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

マルジャーナ

の知恵 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

オ）文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

（２）情報の扱方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

オ）引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め使うことができる。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】議論

の前提を明確

化しよう 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ウ）ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

オ）文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解している。 

（２）情報の扱方に関する事項 

ア）自分の主張を行う際に、主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができている。 

オ）引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め使うことができる。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【読むこと】 

ア）持ち寄った文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

【態】 

議論の前提を明確化する学習の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感 

じ方、考え方を深めようとしている。〈授業時の反応〉 

⑦ 
ポスト真実時

代のジャーナ

リズム 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

カ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこと

ができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

ウ）話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が得られるように表現を工夫することがで

きる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

会話と対話 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに



中
単
元
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小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

カ）本学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこ

とができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

ウ）話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が得られるように表現を工夫することがで

きる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

記憶する体 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）インタビューによって書かれた本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

カ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこと

ができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

ウ）話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が得られるように表現を工夫することがで

きる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】イン

タビューの作

法 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）インタビューを通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）インタビューを通して、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や

言葉遣いについて理解し、使うことができている。 

ウ）ノートに内容をまとめたり発表したりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

カ）学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこと

ができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 
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評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

ウ）話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が得られるように表現を工夫することがで

きる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】ビブ

リオバトルに

挑戦しよう 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

カ）本学習活動の中で文章を書いたり発表したりする際に、比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、使うこ

とができている。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【話すこと・聞くこと】 

ア）目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討することができる。 

ウ）話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が得られるように表現を工夫することがで

きる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

⑧ 贅沢の条件 

【知】   

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）二項対立を用いた本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫できている。 

エ 目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題をとらえなおし

たりすること。 
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評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

瓦を解かない

こと 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）レトリックを用いた本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）発表の際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに

ついて理解し、使うことができている。 

ウ）指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

エ）目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題をとらえなおし

たりすること。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】生活

の中のことば

――手紙・案

内文 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）手紙や案内文を書くことで、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）手紙や案内文を書くことで、際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮

した表現や言葉遣いについて理解し、使うことができている。 

ウ）手紙や案内文を書く際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

エ）目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題をとらえなおし

たりすること。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】宣伝

のことば――

ポップ・広告 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）広告文を作ることで、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

イ）広告文を作る際に、話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉

遣いについて理解し、使うことができている。 

ウ）広告文を作る際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

【思】 【書くこと】 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

エ）目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題をとらえなおし

たりすること。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

⑨ 

来るべき民主

主義 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）筋道を立てて論述する仕方を学ぶ中で、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

（３）我が国の言語文化に関する事項 

ア）実社会との関わりを考えるための読書の意義と効果について理解をふかめている。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫できている。 

エ）目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題をとらえなおし

たりすること。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

主体という物

語 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）仮説を立てることを通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）本教材を通して、指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫できている。 

エ）目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題をとらえなおし

たりすること。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】意見

を文章にまと

めてみよう 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）意見文を書くことを通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）意見文を書く際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

オ）論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話し合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫するこ

とができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ア）主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。 

イ）発表をする際に、個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【書くこと】 

ア）目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にしている。 

イ）読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫することができている。 

ウ）自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫できている。 

エ）目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題をとらえなおし

たりすること。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

⑩ 

開かれた文化 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「 」を用いた語句と用いない語句の使い分けを通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ウ）推論の仕方を理解し使うことができる。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文や実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

イ）目的に応じて、文章や図表などの含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて、

評価したりするとともに、自分の考えを深めることができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

リスクと近代

社会 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ウ）推論の仕方を理解し使うことができる。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文や実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

イ）目的に応じて、文章や図表などの含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて、

評価したりするとともに、自分の考えを深めることができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉 

名づけと所有 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本教材を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 



 

 

  

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

ウ）本教材を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ウ）推論の仕方を理解し使うことができる。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文や実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

イ）目的に応じて、文章や図表などの含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて、

評価したりするとともに、自分の考えを深めることができる。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう 

としている。〈授業時の反応〉 

【実践】対比

の働きを理解

しよう 

◆参考◆過去

はどこに行っ

ちゃったの？ 

【知】 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）対比を通して、言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解している。 

ウ）比較する文章を指名読みしたり、ノートに内容をまとめたりする際に常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うことができる。 

エ）論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。 

（２）情報の扱い方に関する事項 

ウ）推論の仕方を理解し使うことができる。 

エ）情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。 

【思】 【読むこと】 

ア）評論文や実用文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握することができる。 

イ）目的に応じて、文章や図表などの含まれている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて、

評価したりするとともに、自分の考えを深めることができる。 

【態】 

対比の学習の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深 

めようとしている。〈授業時の反応〉 



「４年 言語文化」３単位 

使用教材 精選言語文化（三省堂）、読解を大切にする体系古典文法九訂版（数研出版）、読解を大切にする体系古典文法学習ノート三訂版（数研出版）、 

読解を大切にする体系古典文法準拠古文の基礎をつくるはじめの古文（数研出版）、新版古典文法習得のための用言活用ノート（数研出版）、 

新版古典文法習得のための助動詞マスターノート（数研出版）、新版古典文法習得のための敬語マスターノート（数研出版）、 

わかる・読める・解ける Key & Point 古文単語 330（いいずな書店）、句法と語彙を一緒に学ぶ 必携 新明説漢文新装二版（尚文出版）、 

入門・句法をマスターする漢文クリアノート（尚文出版）、新訂総合国語便覧 2025（第一学習社）、国語便覧ワークノート（第一学習社） 

      

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に

付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深

めている。 

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考

える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば

し、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたりしている。 

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見

方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値

への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむこ

とで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての

自覚をもとうとしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

言
語
文
化 

１ 古文編 古文入門（古文の世界へ、『宇治拾遺物語』） 

２ 古文編 随筆（『枕草子』『徒然草』） 

３ 古文編 物語（『竹取物語』『伊勢物語』） 

４ 古文編 和歌（『万葉集』『古今和歌集』『新古今和歌集』） 

５ 古文編 軍記（『平家物語』） 

６ 古文編 日記・紀行（『土佐日記』『奥の細道』） 

７ 漢文編 漢文入門（漢文の世界へ、漢文の基本構造と訓読） 

８ 漢文編 故事成語（「漁夫之利」「借虎威」「朝三暮四」「推敲」） 

９ 漢文編 史話（「先従隗始」「鶏鳴狗盗」「臥薪嘗胆」） 

１０ 漢文編 漢詩（「春暁」「春望」「聞蝉感懐」「八月十五日、禁中独直、対月憶元九」「江雪」「冬夜読書」「静夜思」「聞雁」「送元二使安西」「桂林荘雑詠示諸生」） 

１１ 漢文編 文章（「雑説」） 

１２ 漢文編 思想（『論語』） 

１３ 近代以降の文章編 小説一（「羅生門」「レッスン」） 

１４ 近代以降の文章編 詩（「小諸なる古城のほとり」「時計」「サーカス」「シジミ」「I was born」） 

１５ 近代以降の文章編 小説二（「青が消える」「夢十夜」） 

１６ 近代以降の文章編 短歌と俳句（その子二十―短歌十六種、いくたびも―俳句十六句） 

１７ 近代以降の文章編 小説三（「空缶」「待ち伏せ」） 

１８ 近代以降の文章編 日本語の内と外（「月の語訳」「日本語の部屋バイリンガル・エキサイトメント」 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

１
古
文
入
門 

古文の世界へ 

児のそら寝 

絵仏師良秀 

【知・技】 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解している。（(2)ウ） 

【思・判・表】 

➊作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・進んで文語のきまりについて理解し、自分のものの見方を深め、学習課題にそって作品の内容について批評しようとしている。 

２
随
筆 

『枕草子』 

『徒然草』 

【知・技】 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解している。（(2)ウ） 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解している。（(2)

エ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B イ） 

➌文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。（B ウ） 

【主】 

・文章の意味は文脈の中で形成されることを進んで理解し、文章に表れているものの見方を捉えて内容を解釈し、学習課題にそって作品の内容について

討論しようとしている。 

３
物
語 

『竹取物語』 

『伊勢物語』 

【知・技】 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B イ） 

➌作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（B エ） 

【主】 

・進んで作品の文化的背景を理解し、文章の種類を踏まえて内容や展開について的確に捉え、学習課題にそって古典から受け継がれてきた題材について

発表しようとしている。 

４
和
歌 

 

『万葉集』 

『古今和歌

集』 

『新古今和歌

集』 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・本歌取りや見立てなどの我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解している。（(1)オ） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解している。（(2)

エ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（B エ） 

➌作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・進んで我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解し、他の作品などとの関係を踏まえて内容の解釈を深め、学習課題にそって詩

歌の表現技法についてまとめようとしている。 

５
軍
記 

『平家物語』 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（B エ） 

【主】 

・文章の意味は文脈の中で形成されることを進んで理解し、作品の成立した背景を踏まえて内容の解釈を深め、学習課題にそって古典から受け継がれて

きた芸能の題材について調べて発表しようとしている。 

６
日
記
・
紀
行 

 

『土佐日記』 

『奥の細道』 

【知・技】 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解している。（(2)

エ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B イ） 

➌作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（B エ） 

➍作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・進んで作品の文化的背景を理解し、作品と他の作品との関係を踏まえて内容の解釈を深め、今までの学習を生かして異なる時代に成立した作品を比較

して論じようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

７
漢
文
入
門 

漢文の世界へ 

漢文の基本構

造と訓読 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・言文一致体や和漢混交文など歴史的な文体の変化について理解を深めている。（(2)オ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・進んで我が国の文化と外国の文化との関係について理解し、自分のものの見方や考え方を深め、学習課題にそって我が国の言語文化について考えたこ

とを発表しようとしている。 

８
故
事
成
語 

漁父之利 

借虎威 

朝三暮四 

推敲 

【知・技】 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解している。（(2)ウ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・進んで古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解し、内容や展開について的確に捉え、学習課題にそって古典から受け継がれてきた表現の技

法などについて調べようとしている。 

９
史
話 

先従隗始 

鶏鳴狗盗 

臥薪嘗胆 

【知・技】 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B イ） 

➌作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（B エ） 

【主】 

・進んで作品の歴史的背景等を理解し、内容や展開などについて的確に捉え、学習課題にそって作品の内容について討論しようとしている。 

10

漢
詩 

春暁 春望 

聞蟬感懐 

八月十五日

夜、禁中独

直、対月憶元

九 江雪 冬

夜読書 

静夜思 聞雁 

送元二使安西 

桂林荘雑詠示

諸生 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解している。（(2)ウ） 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解している。（(2)

エ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B イ） 

➌作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（B エ） 

➍作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・言葉には文化の創造を支える働きがあることを進んで理解し、作品に表れているものの感じ方を積極的に捉えて内容を解釈し、学習課題にそって作品

を比較して論じようとしている。 

11

文
章 

雑説 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（B イ） 

➌文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。（B ウ） 

【主】 

・進んで文章の意味が文脈の中で形成されることを理解し、文章に表れている考え方を捉えて内容を解釈し、学習課題にそって作品の内容について討論

しようとしている。 

12

思
想 

論語 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解している。（(2)イ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・進んで文章の歴史的・文化的背景などを理解し、自分自身のものの見方、考え方を深め、学習課題にそって作品の内容について討論しようとしている。 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

13

小
説
一 

「羅生門」 

「レッスン」 

【知・技】 

・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使っている。（(1)イ） 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（B ア） 

➋文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。（B ウ） 

➌作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（B エ） 

➍作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（B オ） 

【主】 

・文章の意味は文脈の中で形成されることを進んで理解し、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて粘り強く捉え、学習課題にそって異な

る時代に成立した小説を比較し論じようとしている。 

14

詩 

「小諸なる古

城のほとり」

「時計」「サ

ーカス」「シ

ジミ」「I was 

born」 

【知・技】 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解している。（(1)オ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（Ｂア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（Ｂイ） 

➌文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。（Ｂウ） 

➍「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。

（Ｂオ） 

【主】 

・進んで我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解し、作品に表れているものの見方や感じ方を積極的に捉えて内容を解釈し、学

習課題にそって互いの解釈の違いについて話し合おうとしている。 

15

小
説
二 

「青が消え

る」「夢十

夜」 

【知・技】 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解している。（(2)

エ） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（Ｂア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（Ｂイ） 

➌文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。（Ｂウ） 

【主】 

・進んで読書の意義と効用について理解を深め、作品に表れているものの見方、考え方を捉えて内容を解釈し、学習課題にそって作品の内容について討

論しようとしている。 

16
短
歌
と
俳
句 

その子二十―

短歌十六種、

いくたびも―

俳句十六句 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。（(1)ウ） 

・我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解している。（(1)オ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（Ｂア） 

➋作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（Ｂイ） 

➌作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（Ｂオ） 

【主】 

・進んで我が国の言語文化の特質について理解し、作品の解釈を踏まえて自分のものの見方、考え方を深め、学習課題にそって我が国の言語文化につい

て論述しようとしている。 

17

小
説
三 

「空缶」「待

ち伏せ」 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使っている。（(1)イ） 

・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解している。（(1)エ） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めている。（(2)カ） 

【思・判・表】 

➊文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。（Ｂア） 

➋文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。（Ｂウ） 

➌作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。（Ｂエ） 

【主】 

・進んで読書の意義と効用を理解し、作品や文章の成立した背景を踏まえて内容の解釈を粘り強く深め、今までの学習を生かして小説を比較して論じよ

うとしている。 



 

 

  

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

18

日
本
語
の
中
と
外 

「月の語訳」

「日本語の部

屋バイリンガ

ル・エキサイ

トメント」 

【知・技】 

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解している。（(1)ア） 

・我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解している。（(1)オ） 

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。（(2)ア） 

・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解している。（(2)

エ） 

【思・判・表】 

➊作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。（Ｂイ） 

➋作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。（Ｂオ） 

【主】 

・進んで我が国の言語文化の特質について理解し、我が国の言語文化について自分の考えをもち、今までの学習を生かして我が国の言語文化について論

述しようとしている。 



「５年 論理国語」２単位 

使用教材 筑摩書房『論国 710 論理国語』、LT 現代文３（浜島書店）核心漢字 2500＋語彙 1000（尚文出版）、新入試評論文読解のキーワード 300（明治書院）、 

改訂版プレミアムカラー国語便覧（数研出版） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、批

判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養

い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたりしている。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をも深め、言葉を通して積極

的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え

方を深めたりしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

䣓
科
目
名
䣔 

① 架橋することば 

② 日常の中の論点 

③ 〈私〉のいる場所 

④ 変貌する時代、変貌する人間 

⑤ 歴史に向き合う 

⑥ 世界を視る位置 

⑦ 〈伝統〉を見つめ直す 

⑧ 現代という課題 

⑨ 〈私〉をひらくために 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
１
章 

架
橋
す
る
こ
と
ば 

ア イ オ ワ の

玉葱 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨

き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている。 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うことができ

ている。 

ウ）読解を通して、推論の仕方について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】ア）読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把

握することができている。 

イ）読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ）読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈することができている。 

エ）読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価することができている。 

オ）読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ）読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めるこ

とができている。 

キ）読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすることができている。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
２
章 

日
常
の
中
の
論
点 

フ ァ ッ シ ョ

ンの現象学 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨

き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うことができ

ている。 

ウ）読解を通して、推論の仕方について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】【Ｂ 読むこと】 

ア）読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握する

ことができている。 

イ）読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ）読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈することができている。 

エ）読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価することができている。 

オ）読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ）読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めるこ

とができている。 

キ）読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすることができている。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
３
章 

〈
私
〉
の
い
る
場
所 

 

近 代 の 成 立

――遠近法 

 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨

き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている。 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うことができ

ている。 

ウ）読解を通して、推論の仕方について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている 

【思】【Ａ 書くこと】 

ア）本文を参考にレポートや小論文を書き、実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集、

整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決めることができている。 

イ）本文を参考にレポートや小論文を書き、情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえる

ことができている。 

ウ）本文を参考にレポートや小論文を書き、立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれることを想定して、効果的な文章の構成や論理の展開

を工夫することができている。 

エ）本文を参考にレポートや小論文を書き、多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にするこ

とができている。 

オ）本文を参考にレポートや小論文を書き、個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確に

伝わる文章になるよう工夫することができている。 

カ）本文を参考にレポートや小論文を書き、文章の構成や展開、表現の仕方などについて、自分の主張が的確に伝わるように書かれているかなどを吟味し

て、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりできている。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
５
章 

歴
史
に
向
き
合
う 

異 時 代 人 の

目 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）本文の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）本文の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）本文の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）本文の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うこと

ができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）本文を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】【Ｂ 読むこと】 

ア）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把

握することができている。 

イ）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ）本文の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈することができてい

る。 

エ）本文の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価することができ

ている。 

オ）本文の読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ）本文の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深

めることができている。 

キ）本文の読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすることができてい

る。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
６
章 

世
界
を
視
る
位
置 

生 物 の 作 る

環境 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）本文の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）本文の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）本文の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）本文の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うこと

ができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）本文を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】【Ｂ 読むこと】 

ア）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把

握することができている。 

イ）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ）本文の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈することができてい

る。 

エ）本文の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価することができ

ている。 

オ）本文の読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ）本文の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深

めることができている。 

キ）本文の読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすることができてい

る。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 
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単
元
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小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
７
章 

〈
伝
統
〉
を
見
つ
め
直
す 

模倣と「なぞ

り」 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）本文の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）本文の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）本文の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている。 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）本文の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うこと

ができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）本文を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている 

【思】【Ａ 書くこと】 

ア）本文を参考にレポートや小論文を書き、実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集、

整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決めることができている。 

イ）本文を参考にレポートや小論文を書き、情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえる

ことができている。 

ウ）本文を参考にレポートや小論文を書き、立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれることを想定して、効果的な文章の構成や論理の展開

を工夫することができている。 

エ）本文を参考にレポートや小論文を書き、多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にするこ

とができている。 

オ）本文を参考にレポートや小論文を書き、個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確に

伝わる文章になるよう工夫することができている。 

カ）本文を参考にレポートや小論文を書き、文章の構成や展開、表現の仕方などについて、自分の主張が的確に伝わるように書かれているかなどを吟味し

て、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりできている。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

第
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現
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と
い
う
課
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ト リ ア ー ジ

社会 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「トリアージ社会」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）本文の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）本文の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）本文の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）本文の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うこと

ができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）本文を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】【Ｂ 読むこと】 

ア）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把

握することができている。 

イ）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ）本文の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈することができてい

る。 

エ）本文の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価することができ

ている。 

オ）本文の読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ）本文の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深

めることができている。 

キ）本文の読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすることができてい

る。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 
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【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 
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る」こと 

【知】(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）本文の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語

感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）本文の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）本文の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている。 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア）本文の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ）本文の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際に使うこと

ができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア）本文を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】【Ｂ 読むこと】 

ア）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把

握することができている。 

イ）本文の読解を通して、評論文という評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ）本文の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈することができてい

る。 

エ）本文の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価することができ

ている。 

カ）本文の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深

めることができている。 

【態】教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を

深めようとしている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に

親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わ

り、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 

 

 

  



「５年 古典探究」３単位 

使用教材 筑摩書房『古探 715 古典探究（古文編）』筑摩書房『古探 716 古典探究（漢文編）』、LT 古文２（浜島書店）、LT 漢文標準（浜島書店） 

『体系古典文法』（数研出版）、『体系漢文』（数研出版）、『改訂版プレミアムカラー国語便覧』（数研出版）、』、『古文単語 315』（桐原書店） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に

付けるとともに、我が国の伝統的な言語や文化に対する理

解を深めている。 

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共

感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通

した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり

している。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して積極的

に他者や社会に関わろうとしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

大和物語 

●姨捨（第一

五六段） 

●鹿の声（第

一五八段） 

【知】「大和物語」を通して、古典を読むために必要な文語のきまりについて理解を深めることができている。 

【思】歌物語という文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えることができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしてい

る。 

② 
● す さ ま じ

きもの（第二

三段） 

● 中 納 言 参

り た ま ひ て

（第九八段） 

 

【知】「枕草子」の読解を通して、先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につい

て理解を深めることができている。 

【思】随想という文章の種類を踏まえて、構成や展開などを的確に捉えることができている。 

【態】生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。 

③ 

曳尾於塗中 

先従隗始 

【知】故事成語に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることが

できている。 

【思】故事成語の読解を通して、必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色について評価

することができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしてい

る。 

䣓
科
目
名
䣔 

① 歌に思いを託す――物語（一） 

② 豊かな感受性、深まる思考――随筆（一） 

③ 創成と典故――故事成語 

④ 体験を語る――日記 

⑤ 体験を語る――日記（２） 

⑥ 言動の記録――史伝 

⑦ 人と人とが織りなす世界――物語（二） 

⑧ 歴史を語る――物語（三） 

⑨ 説得の技法――文章（二） 

⑩ 定型の力――和歌・歌謡・俳諧 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

④ 

更級日記 

● 継 母 と の

別れ 

●源氏の五

十余巻 

【知】「更級日記」に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること

ができている。 

【思】「更級日記」の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を深め、作品の価値について考察することがで

きている。 

【態】生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。 

⑤ 

蜻蛉日記 

● 嘆 き つ つ

（上巻） 

●道綱鷹を

放つ（中

巻） 

【知】「蜻蛉日記」における文の成分の順序や照応、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができている。 

【思】「蜻蛉日記」の読解を通して、先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につ

いて理解を深めることができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしてい

る。 

⑥ 

●史記 

天道是邪、非

邪 

鴻門之会 

四面楚歌 

【知】「史記」の読解を通して、先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について

理解を深めることができている。 

【思】「史記」の読解を通して、必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色について評価す

ることができている。 

【態】「史記」を多面的・多角的な視点から評価することを通して、我が国の言語文化について自分の考えを広げたり深めたりすることができている。 

⑦ 

源 氏 物 語

（一） 

● 光 源 氏 の

誕 生 （ 桐 壺

巻） 

● 飽 か ぬ 別

れ（桐壺巻） 

● 廃 院 の 怪

（夕顔巻） 

●若紫の君

（若紫巻） 

【知】「源氏物語」を通して、古典を読むために必要な文語のきまりについて理解を深めることができている。 

【思】「源氏物語」の読解を通して、必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色について評

価すること。 

【態】生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。 

⑧ 

大鏡（一） 

● 雲 林 院 に

て（序） 

● 花 山 院 の

出 家 （ 花 山

院） 

●公任、三船

の 誉 れ （ 頼

忠） 

●南の院の

競射（道⾧

上） 

【知】「大鏡」に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることがで

きている。 

【思】歴史物語という文章の種類を踏まえて、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えることができている。 

【態】学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。 

⑨ 捕蛇者説 

【知】比喩や故事の引用が持つ表現効果をふまえて、筆者の主張の核心を理解する。 

【思】「捕蛇者説」の読解を通して、必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色について評

価することができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしてい

る。 

⑩ 三大和歌集 

【知】「中世の歌」の読解を通して、時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めることができてい

る。 

【思】「中世の歌」の読解を通して、関心をもった事柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めることが

できている。 

【態】生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。 



「６年 論理国語」１単位 

使用教材 筑摩書房『論国 710 論理国語』、上級入試漢字（桐原書店）、読解を深める現代文単語 評論・小説（桐原書店） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、

批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力

を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分

の思いや考えを広げたり深めたりしている。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をも深め、言葉を通して積極

的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え

方を深めたりしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

虚ろなまなざ

し 

【知】 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「虚ろなまなざし」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）「虚ろなまなざし」の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを

通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）「虚ろなまなざし」の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）「虚ろなまなざし」の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができ

ている 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア） 「虚ろなまなざし」の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ） 「虚ろなまなざし」の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成す

る際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア） 「虚ろなまなざし」を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

 

【思】 

ア） 「虚ろなまなざし」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を

把握することができている。 

イ） 「虚ろなまなざし」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ） 「虚ろなまなざし」の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈する

ことができている。 

エ） 「虚ろなまなざし」の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価

することができている。 

カ） 「虚ろなまなざし」の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から

自分の考えを深めることができている。 

 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り

強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 

論
理
国
語 

① 多様性のほうへ 

② 抽象から具体へ 

③ 可視化する力 

④ 語りと世界 

⑤ 「当たり前」を疑う 

⑥ 「近代」を再読する 

⑦ 記号がつくる世界 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

② 貨幣共同体 

【知】 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「貨幣共同体」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）「貨幣共同体」の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通し

て、語感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）「貨幣共同体」の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）「貨幣共同体」の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができてい

る。 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア） 「貨幣共同体」の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ） 「貨幣共同体」の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際

に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア） 「貨幣共同体」を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

 

【思】 

ア）「貨幣共同体」を参考にレポートや小論文を書き、実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を

収集、整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決めることができている。 

イ） 「貨幣共同体」を参考にレポートや小論文を書き、情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠

をそろえることができている。 

ウ） 「貨幣共同体」を参考にレポートや小論文を書き、立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれることを想定して、効果的な文章の構成や

論理の展開を工夫することができている。 

エ） 「貨幣共同体」を参考にレポートや小論文を書き、多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明

確にすることができている。 

オ） 「貨幣共同体」を参考にレポートや小論文を書き、個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自分の主

張が的確に伝わる文章になるよう工夫することができている。 

カ） 「貨幣共同体」を参考にレポートや小論文を書き、文章の構成や展開、表現の仕方などについて、自分の主張が的確に伝わるように書かれているかな

どを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりできている。 

 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り

強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 

③ 真実の百面相 

【知】 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「真実の百面相」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）「真実の百面相」の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通

して、語感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）「真実の百面相」の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）「真実の百面相」の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができて

いる 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア） 「真実の百面相」の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ） 「真実の百面相」の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する

際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア） 「真実の百面相」を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】 

ア） 「真実の百面相」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把

握することができている。 

イ） 「真実の百面相」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ） 「真実の百面相」の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈するこ

とができている。 

エ） 「真実の百面相」の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価す

ることができている。 

カ） 「真実の百面相」の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自

分の考えを深めることができている。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り

強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

④ 

物語としての

自己 

【知】 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「物語としての自己」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）「物語としての自己」の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと

を通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）「物語としての自己」の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）「物語としての自己」の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることがで

きている 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア） 「物語としての自己」の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ） 「物語としての自己」の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成

する際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア） 「物語としての自己」を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】 

ア） 「物語としての自己」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨

を把握することができている。 

イ） 「物語としての自己」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ） 「物語としての自己」の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈す

ることができている。 

エ） 「物語としての自己」の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評

価することができている。 

オ） 「物語としての自己」の読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ） 「物語としての自己」の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点か

ら自分の考えを深めることができている。 

キ） 「物語としての自己」の読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりす

ることができている。 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り

強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑤ 

絵画の二十世

紀 

【知】 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「絵画の二十世紀」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）「絵画の二十世紀」の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを

通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）「絵画の二十世紀」の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）「絵画の二十世紀」の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができ

ている。 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア） 「絵画の二十世紀」の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ） 「絵画の二十世紀」の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成す

る際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア） 「絵画の二十世紀」を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

 

【思】 

ア）「絵画の二十世紀」を参考にレポートや小論文を書き、実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の立場や論点などの様々な観点から情

報を収集、整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決めることができている。 

イ） 「絵画の二十世紀」を参考にレポートや小論文を書き、情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な

根拠をそろえることができている。 

ウ） 「絵画の二十世紀」を参考にレポートや小論文を書き、立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれることを想定して、効果的な文章の構

成や論理の展開を工夫することができている。 

エ） 「絵画の二十世紀」を参考にレポートや小論文を書き、多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張

を明確にすることができている。 

オ） 「絵画の二十世紀」を参考にレポートや小論文を書き、個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自分

の主張が的確に伝わる文章になるよう工夫することができている。 

カ） 「絵画の二十世紀」を参考にレポートや小論文を書き、文章の構成や展開、表現の仕方などについて、自分の主張が的確に伝わるように書かれている

かなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりできている。 

 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り

強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑥ 

何 のた め の

「自由」か 

【知】 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「何のための「自由」か」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）「何のための「自由」か」の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使う

ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）「何のための「自由」か」の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）「何のための「自由」か」の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めること

ができている。 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア） 「何のための「自由」か」の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ） 「何のための「自由」か」の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを

作成する際に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア） 「何のための「自由」か」を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】 

ア） 「何のための「自由」か」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら

要旨を把握することができている。 

イ） 「何のための「自由」か」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができてい

る。 

ウ） 「何のための「自由」か」の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解

釈することができている。 

エ） 「何のための「自由」か」の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点か

ら評価することができている。 

オ） 「何のための「自由」か」の読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ） 「何のための「自由」か」の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観

点から自分の考えを深めることができている。 

キ） 「何のための「自由」か」の読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めた

りすることができている。 

 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り

強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑦ ものとこと 

【知】 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア）「ものとこと」の読解を通して、言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。 

イ）「ものとこと」の文中に含まれた語句を通して、論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通し

て、語感を磨き語彙を豊かにすることができている。 

ウ）「ものとこと」の読解を通して、文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めることができている 

エ）「ものとこと」の読解を通して、文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができてい

る 

(2) 情報の扱い方に関する事項 

ア） 「ものとこと」の読解を通して、主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めることができている。 

イ） 「ものとこと」の読解を通して、情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、自ら発表やレポートを作成する際

に使うことができている。 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 

ア） 「ものとこと」を読むことを通して、新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めることができている。 

 

【思】 

ア） 「ものとこと」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握

することができている。 

イ） 「ものとこと」の読解を通して、評論文という文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に捉えることができている。 

ウ） 「ものとこと」の読解を通して、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈すること

ができている。 

エ） 「ものとこと」の読解を通して、文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価する

ことができている。 

オ） 「ものとこと」の読解を通して、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めることができている。 

カ） 「ものとこと」の読解を通して、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分

の考えを深めることができている。 

キ） 「ものとこと」の読解を通して、設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりすること

ができている。 

 

【態】 

教材の内容に関心を持っている。〈発問・授業時の反応〉／発表の態度は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう

としている。〈授業時の反応〉／学習の見通しをもって言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。〈学習の見通し〉／生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をも深めようとしている。〈読書への取り組み〉／言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り

強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。〈言語活動への取り組み〉 

 

  



「６年 文学国語」２単位 

使用教材 ・筑摩書房『文国 708 文学国語』 

     ・上級入試漢字（桐原書店） 

・読解を深める現代文単語 評論・小説（桐原書店） 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に

付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めて

いる。 

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、深く共感し

たり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、他者との

関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ

たり深めたりしている。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をも深め、言葉を通して積極

的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え

方を深めたりしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 山月記 

【知】「山月記」の読解を通して、文学的な文章の種類（小説）や特徴などについて理解を深めている。 

【思】「山月記」の読解を通して、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

② 舞姫 

【知】「舞姫」の読解を通して、文学的な文章やそれに関する文章の種類（小説）や特徴などについて理解を深めている。 

【思】「舞姫」のに表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めてい

る。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

③ 陰翳礼讃 

【知】「陰翳礼讃」の読解を通して、文学的な文章やそれに関する文章の種類（随想・評論）や特徴などについて理解を深めている。 

【思】「陰翳礼讃」と他の筆者による日本文化論と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察している。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

④ 

無常というこ

と 

【知】「無常ということ」の読解を通して、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めて

いる。 

【思】「無常ということ」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を

深めている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

⑤ 

寛容は自ら守

るために不寛

容に対して不

寛容になるべ

きか 

【知】「寛容は自ら守るために不寛容に対して不寛容になるべきか」の読解を通して、言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している 

【思】「寛容は自ら守るために不寛容に対して不寛容になるべきか」の読解を通して、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見

方、感じ方、考え方を深めている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

 

  

文
学
国
語 

① 物語との出会い 

② 異質な価値観のぶつかり合いを読み解く 

③ 物語が生まれる場所 

④ 表現を突き詰める 

⑤ 未来を問う 



「６年 古典探究演習」４単位 

使用教材 ・筑摩書房『古探 715 古典探究（古文編）』 

     ・筑摩書房『古探 716 古典探究（漢文編）』 

     ・桐原書店『新しい古典文法』 

・数研出版『体系漢文』 

 

評価の観点 

評価の観点 

【知】知識・技能 【思】思考力・判断力・表現力 【態】主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に

付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解

を深めている。 

「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共

感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通

した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり

している。 

言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、

生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して積極的

に他者や社会に関わろうとしている。 

 

年間の学習内容 

 

学習計画及び評価方法等 

中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

① 

無名抄 

●おもて歌 

【知】「無名抄」を通して、古典を読むために必要な文語のきまりについて理解を深めることができている。 

【思】「無名抄」の読解を通して、必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色について評価す

ることができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

② 

大鏡（二） 

●肝試し（道

⾧上） 

【知】「大鏡」に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができ

ている。 

【思】「大鏡」の読解を通して、必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色について評価する

ことができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

③ 
●韓非子 

守業 

●荘子 

無用之用 

【知】「韓非子」「荘子」に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かにする

ことができている。 

【思】「韓非子」「荘子」の読解を通して、必要に応じて書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色につい

て評価することができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

④ 

源氏物語（二） 

●車争ひ（葵

巻） 

●暁の雪（若

菜上巻） 

●萩のうは露

（御法巻） 

●霧の中のか

いま見（橋姫

巻） 

●髪の香（総

角巻） 

【知】 

・「源氏物語」に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることがで

きている。 

・「源氏物語」の読解を通して、先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理

解を深めることができている。 

【思】 

・「源氏物語」の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を深め、作品の価値について考察することができて

いる。 

・「源氏物語」について、内容や解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりすることができている。 

・「源氏物語」に表れているものの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社会、自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりすることができている。 

【態】 

・言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

古
典
探
究
演
習 

① 文学を論じる 

② 歴史を紡ぐ 

③ 思想の展開 

④ 長編の魅力 

⑤ 本質を探る 

⑥ 評価する視点 



中
単
元
名 

小単元 

（教材名） 

評価基準・評価方法 

【知】（知識・技能）  【思】（思考力・判断力・表現力）  【態】（主体的に学習に取り組む態度） 

⑤ 

玉勝間 

●師の説にな

づまざること 

 

源氏物語玉の

小櫛 

●もののあは

れ論 

【知】「玉勝間」「源氏物語玉の小櫛」の読解を通して、先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書

の意義と効用について理解を深めることができている。 

【思】「玉勝間」「源氏物語玉の小櫛」について、内容や解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりすることができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

⑥ 

愚公移山 

【知】「愚公移山」の読解を通して、先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につい

て理解を深めることができている。 

【思】「愚公移山」について、内容や解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりすることができている。 

【態】言葉を通して積極的に他者や社会に関わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習を調整しようとしている。 

 


